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まちの交流拠点として、
周囲の人々を受け入れる
さまざまなしつらえを整
えた。縁台や簡易屋台、
花壇など多くはDIYで制
作している

2025年8月、活動拠点である日中一時支援施設の開業1周年を記念したイベントを開催

活動エリア
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一般社団法人 森と泉
神奈川県川崎市

駅前屋台と縁側と庭でつなぐ多世代交流のまちづくり

住まい活動助成

団体設立経緯
　代表の森泉は23年間、障がい
福祉の現場に携わる中で、言葉で
思いを伝えることが難しい方であっ
ても、その内面には必ず年齢相応
の知性があり、1人ひとりに適した
方法で対話が可能であることを学
んできました。また、重い障がい
があっても、十分な情報提供の下
で誰もが自らの人生を納得して選
択できる社会の実現を目指してき
ました。
　こうした実践の中で、重い障が
いのある方々から言葉を超えて存
在そのものを認められる経験を重

ね、「誰もがそのままで尊重される
こと」が共に生きる社会の基盤であ
ると実感するようになりました。そ
して、福祉施設の中だけで支援を
完結させるのではなく、多様な人々
が日常の中で自然に出会い関わり
合うことが、互いを理解し合える
地域づくりにつながると考えるよう
になりました。
　これらの思いを実践する場とし
て、駅前の住宅を拠点に「日中一
時支援そよそよ」を開設しました。
現在は支援を施設内にとどめず、
地域との交流を日常的に生み出す
ことで、障がいのある人もない人
も共に暮らす地域社会の実現を目
指し、「そよそよ」を“まちの交流拠
点”へと育てる活動に取り組んでい
ます。

活動概要と活動対象範囲
　本活動は、小田急線柿生駅（神
奈川県川崎市麻生区）から徒歩2分
にある「日中一時支援そよそよ」を
拠点に、縁台や屋台、庭、空き部
屋などの空間を活用して地域に開
かれた交流の場をつくる取り組みで
す。駅前という人の行き交う立地を
活かし、福祉施設を、障がいのあ
る方も地域の子どもたちも大人も、
誰もが気軽に立ち寄り自然につな
がれる“まちの交流拠点”のような場
所として育てることを目指しました。
　活動対象は、そよそよを利用す
る障がいのある人とその家族だけ
でなく、地域の子どもや高齢者、
近隣住民など幅広い人々です。日
常的な交流の機会をつくりながら、
多世代が関わり合う地域コミュニ
ティづくりに取り組んでいます。

活動に至った理由や背景
　障がいのある人が地域で暮らし
ていても、地域住民と日常的に関
わる機会は決して多くありません。

一方で地域の側も、障がいのある
人と接する機会が少なく、お互い
をよく知らないまま生活しているこ
とが多いのが現状です。そこで私
たちは、障がいのある人の居場所
を地域に開き、日常の中で自然に
人が出会い関わる場をつくりたい
と考えました。縁台や屋台、庭な
ど「立ち寄れる空間」を整えること
で、子どもから高齢者まで誰もが
気軽に関わり合える“まちの交流拠
点”を目指しました。

活動内容と成果
① 縁台・屋台・庭づくりによる交
流の場づくり
　本プロジェクトでは、駅前にある

「日中一時支援そよそよ」を、地域
に開かれた“まちの交流拠点”として
整備しました。
　まず、通りに面した窓際に縁台
を設置しました。通りを歩く人が
腰掛けたり立ち話をしたりできる
場所をつくることで、事業所が地
域に開かれた雰囲気になることを
目指しました。また同時期に、折
りたたみ式の簡易屋台を試作しま
した。屋台はイベント時だけでな
く、日常の中で地域の人が立ち寄

るきっかけを生む装置として活用し
ています。
　さらに、造園業者の協力を得て
庭を整備しました。隣接する商業
施設の喫煙所からタバコの吸い殻
やゴミが投げ込まれることがあり、
まずは環境を改善する必要がありま
した。そこで境界部分に支柱とワイ
ヤーロープを設置し、植物を絡ま
せるガーデンフェンスを整備しまし
た。視界を完全に遮断するのでは
なく、緩やかに境界をつくることで、
地域との関係を閉ざさない空間づく
りを意識しました。また、車椅子利
用者でもガーデニングを楽しめるよ
う、通路幅を確保したレイズドベッ
ド型の花壇を設置しました。
　さらに、木工DIYで縁台のそば
に誰もが利用できる掲示板を設置
しました。同様に、2階バルコニー
も木工DIYで心地よい空間へと整
備し、空き部屋についてはフローリ
ングだった床に置き敷きタイプの畳
を敷き詰め、季節を問わず活用で
きる空間へと改修しました。
② 地域イベントの開催
　こうした空間整備と並行して、地
域の人と交流できるイベントも開催
しました。
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「そよそよ夏まつり」では簡易屋台でかき氷などを提供

2026年3月、近隣施設なども参加して「そよそよマルシェ」を開催

ガーデニングなどの
サークル活動を通し
て、施 設利用者と地
域住民が協力する機
会を生み出す

しんでいます。参加者は毎回6 ～
10名ほどで、障がいのある利用者、
家族、近所の人など多様な人が集
まります。音楽を通じて自然に心
が通い合う時間となっています。
　また、10月と26年3月には「そよ
そよガーデン部」を開催し、利用者
の家族や地域の人たちと一緒に庭
に花苗を植えました。無機質に感
じられていた事業所の外観が花で
彩られるとともに、庭づくりを通し
て利用者と地域住民が協力する機
会が生まれています。
④ 大学との連携と新しい文化の誕生
　サークル活動をきっかけとして、
新たな連携も生まれました。新屋
賀子さんの紹介で、お茶の水女子
大学で発達心理学を専門とする山
田美穂研究室と出会い、障がいの
ある人と創るダンスフェスプロジェ
クト「お茶のみそよそよ」が始まり
ました。25年7月から10月まで計
4回のワークショップを開催し、利
用者、家族、地域住民、研究室メ
ンバーなど20 ～ 25名ほどが参加
しました。バルーンや布を使った
身体表現のワークを行いながら、
言葉に頼らない自由な表現を楽し
む時間となりました。
　このプロジェクトを通して、オリ
ジナルテーマソング「そよそよ音頭」
が誕生しました。歌詞は利用者や
関係者の思いを新屋さんとの対話
の中で言葉にし、振り付けは利用
者自身の身体表現から生まれたも
のです。さらに、この音頭を地域
に届けたいという思いから「そよそ
よちんどん隊」が結成されました。
11月には地域の障がい者施設「柿
生学園」のイベント「39まつり」に、
26年3月には高齢者施設「つくしの
里」に招かれ、演奏と音頭を披露
しました。同年5月と9月にも地域
イベントへの出演依頼をいただい
ており、活動の場は着実に広がっ

ています。
　ちんどん隊では、そよそよの利
用者の1人が太鼓を担当していま
す。彼は自閉症があり言葉で思い
を伝えることが難しいのですが、
太鼓を叩いて隊に参加する中で地
域の人から声をかけられる機会が
増え、少しずつ地域の人気者のよ
うな存在になりつつあります。
● 活動の成果
　本プロジェクトの成果の一つは、
縁台や掲示板、プランターなどを
設置したことで、通りを歩く人が
足を止めてくれる機会が増えたこ
とです。特に屋台を出していると
道行く人が興味を持って立ち寄る
きっかけとなり、利用者と地域住
民が自然と関わり合う場面が生ま
れています。
　そして、思いがけず「そよそよ音
頭」と「そよそよちんどん隊」という、
地域の人たちと自然と交ざり合える
大きな強みを得ることができまし
た。障がいのある利用者の表現が
地域の人と共有され、新しい文化
として広がり始めています。
　また、ちんどん隊で太鼓を担
当する利用者のように、これまで
地域との関わりが少なかった人が
活動を通して役割を持ち、周囲の
人との関係を築き始めていること
も大きな成果です。音楽や祭りと
いった文化的な活動が、障がい
のある人と地域住民を自然につな
ぐ媒介になっていることを実感し
ています。

課題と解決方策
　活動を進める中で、いくつかの
課題も見えてきました。一つは担
い手の不足です。1階では利用者を
見守るスタッフの目が行き届きます
が、居心地のよい部屋にしつらえ
たものの、部屋数の多い2階まで
活動スペースを広げるには大人の
見守りが必要になります。今後は
ボランティアや地域住民の協力を
得ながら、無理のない形で活動の
場を広げていくことが課題です。
　もう一つは駐車スペースの使い
方です。送迎用にハイエースを導
入したことでスペースに圧迫感が生
じ、屋台や交流スペースとしての
活用が難しい場面も出てきました。
また、冬場は屋外で屋台を出す機
会が減り、人が立ち寄る機会も少
なくなりました。今後は空間の使
い方を工夫し、季節に応じた交流
の方法を模索していきます。

今後の予定
　今後は、この1年で生まれた地域
のつながりを大切にしながら、“ま
ちの交流拠点”として日常的な交流
の場をさらに育てていきたいと考
えています。縁台や屋台、庭など
の空間を活かし、地域の人が気軽
に立ち寄れる小さな活動を継続し
ていきます。また、「そよそよ音頭」
や「そよそよちんどん隊」の活動を
通じて、利用者の表現が地域の文
化として広がっていくことを目指し
ていきます。

一般社団法人森と泉
2024年4月法人設立／メンバー数：10人／代表者：森泉 由美子（もりいずみ・ゆみこ）
●〒215-0021　神奈川県川崎市麻生区上麻生5-6-6

044-712-8811　 044-819-8492　 moritoizumi2024@gmail.com
soyosoyo.org/　 moritoizumi2024

障がいにより言葉がうまく話せなくても、思い通りに体が動かせなくても、一人ひ
とりに合った方法で対話ができること。そして、十分な情報提供により、自らの人
生を納得して選択・創造できる命の尊厳ある社会を目指しています。

　2025年8月には開業1周年を記
念して「そよそよ夏まつり」を開催し
ました。柿生中央商店会の夏まつ
りと連携し、駐車スペースに屋台を
設 置して、 かき 氷やきゅうりの
1本漬け、ドリンクなどを提供。ヨー
ヨー釣りや輪投げなど、子ども向
けの遊びも用意しました。利用者の
家族や地域の親子連れなど100名
以上が集まり、にぎやかな交流の
場となりました。
　10月には柿生中央商店会が主催
する「禅寺丸柿まつり」に参画しま
した。商店会の依頼を受け、まつ
りの開催を知らせるのぼり旗の設
置や三角くじづくり、発泡スチロー
ルを使った手づくり神輿の制作な
ど、準備段階から関わりました。
さらに柿まつりを盛り上げようと「そ
よそよちんどん隊」を結成しました。
当日は雨のため予定していたちんど
ん隊による練り歩きはできませんで
したが、ステージで「そよそよ合唱
団」と「そよそよ音頭」を披露しまし
た。詳しくは後述します。
　26年3月には「そよそよマルシェ」
を開催しました。近隣施設やコミュ
ニティの 仲間に声をかけ、 大き
な窓に桜の絵を描くワークショッ
プや竹とんぼづくり、花のリース
づくりなどの体験企画を実施しま
した。 また、 屋 外 にピアノを 運
び出してストリートピアノ風のパ
フォーマンスも行いました。屋台
では近隣施設が雑貨やおやつを
販売し、子ども連れの家族でに
ぎわいました。
③ 日常的な交流を生むサークル活動
　イベントだけでなく、日常的に交
流が生まれる機会としてサークル
活動にも取り組んでいます。
　毎月第2水曜日には「そよそよ合
唱団」を開催しています。地元音楽
家の新屋賀子さんを講師に招き、
利用者と地域住民が一緒に歌を楽


